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表 2　重要文化財に指定されている建築物一覧（令和元年 (2019) 6 月現在）（出典：文化庁）
表 1　重要文化財建造物の主要材料別棟数の割合（平成 30 年（2018）6 月現在） ： 附物件は含めていない。（出典 : 文化庁）
木 土蔵 石 コンクリート 煉瓦 鉄 銅 土
77.0% 8.2% 6.6% 3.6% 3.4% 0.7% 0.4% 0.1% 未満
所在地 名称 建設年代 構造
北海道 函館市 大谷派本願寺函館別院 本堂 大正 4 RC
鐘楼 大正前期 RC
正門 大正前期 RC
秋田県 大仙市 旧池田家住宅洋館 大正 11 RC
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所在地 名称 建設年代 構造
東京都 千代田区 明治生命保険相互会社本社本館 昭和 9 SRC
中央区 三井本館 昭和 4 SRC
築地本願寺本堂 昭和 9 SRC
三越日本橋本店 昭和 2 SRC
髙島屋東京店 昭和 8･ 昭和 29 SRC
港区 旧朝香宮邸 本館 昭和 8 RC
倉庫 昭和 8 RC
自動車庫 昭和 8 RC
正門 昭和 8 RC
台東区 国立西洋美術館本館 昭和 34 RC
旧東京科学博物館本館 昭和 6 SRC
旧東京帝室博物館本館 昭和 12 SRC
新宿区 早稲田大学大隈記念講堂 昭和 2 SRC
聖徳記念絵画館 大正 15 RC
渋谷区 旧朝倉家住宅 土蔵 大正 8 頃 RC
明治神宮宝物殿 中倉 大正 10 RC
東西倉（2 棟） 大正 10 RC
東西廊（2 棟） 大正 10 RC
東西橋廊（2 棟） 大正 10 RC
北廊 大正 10 RC
車寄 大正 10 RC
事務所 大正 10 RC
正門 大正 10 RC
目黒区 旧前田家本邸 洋館 昭和 4 RC
洋館渡廊下 昭和 5 RC
門衛所 昭和 4 RC
正門及び塀 昭和 4 RC
尊經閣文庫 図書閲覧所 昭和 3 RC
書庫 昭和 3 RC
貴重庫 昭和 3 RC
門及び塀 昭和 3 RC
長野県 上田市 旧常田館製糸場施設 五階鉄筋繭倉庫 大正 15 RC
諏訪市 片倉館 浴場 昭和 3 RC
静岡県 熱海市 旧日向家熱海別邸地下室 昭和 11 RC
愛知県 名古屋市 愛知県庁舎 昭和 13 SRC
名古屋市庁舎 昭和 8 SRC
京都府 京都市 旧京都中央電話局西陣分局舎 大正 10 RC
宇治市 松殿山荘 宝庫 昭和 9 RC
大阪市 大阪市 綿業会館 昭和 6 SRC
兵庫県 神戸市 旧村山家住宅 衣装蔵 大正期 RC
旧村山家住宅 美術蔵 大正期 RC
移情閣 大正 4 木骨
CB
西宮市 神戸女学院 総務館、講堂及び礼拝堂 昭和 8 RC
図書館 昭和 8 RC
文学館 昭和 8 RC
理学館 昭和 8 RC
音楽館 昭和 8 RC
体育館 昭和 8 RC
葆光館 昭和 8 RC
社交館 昭和 10 RC
汽罐室 昭和 8 RC
正門及び門衛舎 昭和 8 RC
芦屋市 旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館） 大正 13 RC
広島県 広島市 広島平和記念資料館 昭和 30 RC
世界平和記念聖堂 昭和 29 RC
山口県 山口市 有近家住宅 正門 大正 13 頃 C
宇部市 宇部市渡辺翁記念会館 昭和 12 SRC
防府市 旧毛利家本邸 台所付倉庫 大正 5 RC
用達所倉庫 大正 5 RC
石橋 大正 5 RC
本門 大正 5 RC
徳島県 徳島市 三河家住宅 昭和 3 頃 RC
愛媛県 松山市 萬翠荘（旧久松家別邸） 本館 大正 11 RC




























所在地 名称 建設年代 構造
秋田 秋田市 藤倉水源地水道施設 堰堤 明治 44 C
放水路 明治 44 C
群馬 安中市 旧碓氷峠鉄道施設 熊ノ平変電所本屋 昭和 12 RC
片品村 丸沼堰堤 昭和 6 RC
茨城 高萩市 石岡第一発電所施設 取水堰堤 大正期 C
沈砂池 明治 44 RC
第一号水路橋 明治 44 RC
第二号水路橋 明治 44 RC
調圧水槽 明治 44 RC
本館発電機室 明治 44 RC
本館旧変圧器室 明治 44 RC
本館変電室 大正 5 RC
東京 荒川区 旧三河島汚水処分場喞筒場施設 阻水扉室 大正 10 RC
阻水扉室 大正 10 RC
沈砂池及び濾格室 大正 10 C
沈砂池及び濾格室 大正 10 C
濾格室上屋 大正 10 RC
量水器室及び喞筒室暗渠 大正 10、大正 12 RC
喞筒室 大正 10 RC
神奈川 箱根町 国道一号箱根湯本道路施設 函嶺洞門 昭和 6 RC
千歳橋 昭和 5 RC
旭橋 昭和 8 RC
新潟 新潟市 萬代橋 昭和 4 RC
佐渡市 旧佐渡鉱山採鉱施設 大立竪坑捲揚機室 昭和 15 RC
富山 富山市 常願寺川砂防施設 白岩堰堤 昭和 14 頃 C
本宮堰堤 昭和 11 C
泥谷堰堤 昭和 6-7 C
富岩運河水閘施設（中島閘門） 閘門 昭和 9 C
山梨 大月市 八ツ沢発電所施設 第１号隧道 明治 45 C
第２号隧道 明治 45 C
第１号水路橋 明治 45 RC
第３号隧道 明治 45 C
第４号隧道 明治 45 C
第５号隧道 明治 45 C
第 6,7,8,9,10 及び 11 号隧道 明治 45 C
第 12,13,14,15,16,17 及び 18 号隧道 明治 45 C
長野 南木曽町 読書発電所施設 発電所 大正 12 RC
柿其水路橋 大正 12 RC
桃介橋 大正 11 RC
愛知 犬山市 旧品川燈台 昭和 39（明治 3） RC



























所在地 名称 建設年代 構造
京都 京都市 梅小路機関車庫 大正 3 RC
舞鶴市 舞鶴旧鎮守府水道施設 桂取水堰堤 明治 33 C
桂量水堰堤 明治 33 C
旧岸谷川上流本流取水堰堤 明治 38 C
旧岸谷川上流支流取水堰堤 明治 38 C
大阪 大阪市 大江橋及び淀屋橋 大江橋 昭和 10 RC
淀屋橋 昭和 10 RC
兵庫 神戸市 布引水源地水道施設 分水堰堤 明治 40 C
分水堰堤附属橋 明治 40 RC
締切堰堤 明治 41 C
五本松堰堤 明治 33 C
谷川橋 大正初期 RC
雌滝取水堰堤 明治 33 C
岡山 倉敷市 高梁川東西用水取配水施設 酒津取水樋門 大正 9 RC
南配水樋門 大正 12 RC
北配水樋門 大正 11 RC
広島 呉市 本庄水源地堰堤水道施設 堰堤 大正 5 C
第一量水井 大正 5 C
鳥取 鳥取市 旧美歎水源地水道施設 貯水池堰堤 大正 11 C
美歎川上流量水堰 大正 4 C
通リ谷量水堰 大正 4 C
一号濾過池（上屋） 大正 4 C
二号濾過池（上屋） 大正 4 C
三号濾過池（上屋） 大正 4 C
四号濾過池（上屋） 大正 4 C
五号濾過池（上屋） 昭和 3 以前 C
接合井 大正 4 C
量水器室 昭和初期 RC
香川 観音寺市 豊稔池堰堤 昭和 4 C
高知 北川村 旧魚梁瀬森林鉄道施設 二股橋 昭和 15 C
掘ヶ生橋 昭和 16 RC
福岡 志免町 旧志免鉱業所竪坑櫓 昭和 18 RC
長崎 長崎市 本河内水源地水道施設 低部堰堤 明治 36 C
佐世保市 佐世保無線電信所（針尾送信所）施設 無線塔 大正 11 RC
無線塔 大正 11 RC
無線塔 大正 11 RC
電信室 大正 11 RC
油庫 大正 11 RC
大分 竹田市 白水溜池堰堤水利施設 主堰堤 昭和 13 C














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年から 24 年まで耐震診断が実施され、25 年から 28
年に耐震対策工事が実施された。ここでは様々な構造
補強案が検討された。案 1 は鉄板壁 +	RC 壁での補強、
案 2 は鉄板壁 + ブレース補強、案 3 は外付け鉄骨フレ

























































































































































































































































































































































































































































































































表 2　 コンクリートの調合の変遷 2
（芝浦工業大学、濱崎仁教授作成）
































図 3　補修工法の分類 3 を元に作成





























 (1) ひび割れ被覆工法 3 より引用
　ひび割れ被覆工法とは、微細なひび割れ ( 一般に幅	






























































図 5　 低圧低速注入工法による補修方法の例とフローチャート 3
26 第 1章　歴史的コンクリート造建造物の保存と修復技術に関する現状の課題




















































































































































































































































































































定された。図 25 の比抵抗と質量含水率の関係から図 26
における比抵抗の数値を見ると、いずれの部位も鉄筋腐





図 24　4 プローブ法 9
写真 12　比抵抗計 19
写真 13　比抵抗計 29





















































































年（1915）10 月に竣工した。その後、大正 7 年（1918）
9 月の水害により貯水池堰堤や濾過池等が毀損したこ
とから、大正 8 年（1919）7 月から同 11 年（1922）











　前述のとおり、5 箇所の制水井上屋と 1 箇所の接合井
上屋がラス下地のコンクリート造であるが、正確には初
期のものは「ラス下地のモルタル造」である。具体的には、
制水井上屋は 1 号から 5 号と名付けられ、姿かたちは
同様であるが、大正 4 年（1915）竣工なのは 1 号から
4 号までで、これが壁、屋根とも「ラス下地のモルタル





スの骨となるのは、山形鋼（Ｌ -5 × 64 × 64）や帯鉄（Ｐ
Ｌ -3 × 39 等）である。メタルラスは、厚 0.5mm の鋼






スの外側に細い鋼ワイヤー（3 φ）を 150mm ピッチで
入れる。コンクリートのひび割れ防止対策と考えられる。
　竣工時に同じ条件で建設されたのは 1 号から 4 号制
水井上屋であるが、経年により劣化の状態には差があ
った。2 号が最も劣化が進んだ状態であった（写真 2）。

































































図 3　アンネビック式の梁の主筋とせん断補強筋（フープフラット ) 
( 日比忠彦、『鐵筋混凝土ノ理論及其應用 上巻』、丸善株式会社、1916.1














図 2　アンネビック式の構法 ( 日比忠彦、『鐵筋混凝土ノ理論及其應用 上巻』、丸善株式会社、1916.1 初版、画像提供 : 土
木学会附属土木図書館、 http://library.jsce.or.jp/Image_DB/s_book/jsce100/pdf/20612/20612_03.pdf、p.298 より転載 )
図 4　カーン式の梁筋　斜めに出たウイングがせん断補強筋という触れ込み
だが利きそうにない。( 日比忠彦、『鐵筋混凝土ノ理論及其應用 上巻』、丸善株









明治 44 年（1911）1 月 2 日に出願され、同年 10 月

















































関市／大正 9 年（1920））6 などがある。
　そのほかにも、現存する最古の鉄筋コンクリート造ア
パートとされる軍艦島（端島）の 30 号棟（写真 7 ／長
崎市／大正 5 年（1916）／国史跡）7 や、取り壊しに
なった旧黒澤ビル（東京都中央区／明治 43 年（1910））
8 のような、建築技術者が生産に係わらない鉄筋コンク










れている。大正 10 年（1921）の 30 数件をピークとし
第 2章　旧美歎水源地水道施設の修理と我が国黎明期の鉄筋コンクリート造




















出願日大正 8 年（1919）8 月 30 日、登録日は大正 10




















昭和 9 年（1934））や DOCOMOMO	Japan 選定	本野精















































































































































































0.8、第２次、第３次診断では 0.6 であり、Is ＞ Iso が
求められる。通常第２次診断以上が実施されることから、
Is 値は 0.6 以上が必要、とされることが多い。国土交通
省の告示２では、Is 値 0.6 以上で、倒壊または崩壊の危




































































































































（2008）3 月）P.209 から転載 )
写真 10　ガラス入り耐震壁の例・旧公衆衛生院（現港区
立郷土歴史館）
































































し、床スラブは鉄筋ごと新規に打ち替えた ( 図 3）。
　登録有形文化財だが、意匠との兼ね合いで躯体一部の
打ち替えを行った事例として、墨会館（愛知県一宮市）





































れ、昭和 49 年（1974）5 月 21 日に鉄筋コンクリート
造建築物としてはじめて重要文化財に指定された。昭和
60 年〜昭和 63 年（1985 〜 8）に保存修理工事、平成
























































行うこととなり、平成 23 〜 24 年（2011 〜 2）に耐震
診断が行われ、同 25 年（2013）からの調査工事を経て
54 第 3章　歴史的コンクリート造建造物の耐震技術に関する現状と課題






















































既存壁も薄く配筋が 9 φ＠ 300 であるなど耐力を期待
できない部分が多いなどの課題があった。結果、４階以








写真 19　階段下独立基礎　現状変更許可を得て撤去 写真 21　東京大学大講堂（安田講堂）外観　改修後
写真 22　東京大学大講堂（安田講堂）講堂　改修後
56





























































































































　（平成 18 年 1 月 25 日国道交通省告示第 184 号、最終改正平成 30 年	








































































て、Bern 州にある 2 橋、ロスグラーベン橋 Rossgraben	











橋 Salginatobel	brücke（1930 年建設、道路 3 ヒンジ箱
桁アーチ）、テス川歩道橋 Töss	Fussgänger	brücke（1934
年建設、歩道補剛アーチ）、フェルゼナウ橋 Felsenau	











　ロスグラーベン橋は、ベルン Bern の南 15Km にある
シュバルツェンブルク Scwarzenburg	の東 5Km に位置
し、シュバルツバッサー Schwarzwasser を渡る 3 ヒン
ジ箱桁アーチ橋である。アーチスパン 82m であり、マ
イヤールが設計した同じ構造形式のサルギナトーベル
橋（写真２）90.04m に次ぐ 2 番目の長さのアーチスパ
ンである。1931 年に、マイヤールはサルギナトーベル










で、アーチ : ライズ比＝ 1：6.9 となり、ロスグラーベ
ン橋は、アーチライズは９.67m で、アーチ : ライズ比
＝ 1：8.5 であるため、アーチ形状はサルギナトーベル




























コンクリートアーチ ロレーヌ橋 ベルン州	ベルン 1930
完全にアーチ内部が閉じたコンクリートアーチ橋
で、アーチスパンは 80m である。


























橋よりも曲がりが緩くなっている。施工は 1932 年 8 月
から 10 月に掛けて行われ、開通式が 1932 年 11 月 19
日に行われている。
　2008 年当時の論文によれば、交通量は、ここ 10 年
















工事は、シュバントバッハ橋含めて 2 橋で 200 万スイ




























図 3　被り 25㎜のうち 10㎜は、撥水剤を塗って防水層を施工し、その後、
モルタルを吹き付ける。( 画像提供 : ローザンヌ工科大学、Prof. Eugen 
Brühwiler )
図 2　橋面排水桝から排水管を使ってアーチ下面に排水する排水管の
レイアウト ( 画像提供 : ローザンヌ工科大学、Prof. Eugen Brühwiler )
写真４　排水管がアーチリング下面から中央部に３つ配置されている状況 写真５　撥水剤をコンクリート高欄と地覆の表面に塗る
年　月 変状、保全の経歴
1932 年 11 月 ロスグラーベン橋の竣工

































































工した。橋長＝ 44.65m、アーチ長さ＝ 37.40m である。








シュバントバッハ橋は、1933 年 11 月に施工した後、
チューリッヒ工科大学のミルコ・ロッシュ教授がシュバ
ントバッハ橋の曲線の補剛アーチが健全な構造であるこ





































1905 年 4 月 シュバントバッハ橋の竣工
1935 年
6 月 19 日〜 22 日		
1935 年
10 月 19 日〜 22 日
EMPA（材料試験所）の技師が、82 個の計測器を使って、12.5ton の荷重を 28 か所において、2500 回の計測	
を行った。ミルコ・ロッシュ教授は、その結果、曲線橋であるシュバントバッハ橋は、規則正しく、完全に弾性的	
な構造物であり、主桁が曲線である影響は、無視できるほど小さいと述べた。












写真 15　鉛直壁の補修 写真 16　鋼製手摺の交換
写真 19　フェルゼック橋
写真 17　2005 年に補修されたことを示す解説（現地の説明パネル撮影 )
写真 18　シュバントバッハ橋の橋名板
州の歴史的構造物に認定され、2005 年に、リュエギス

















　フェルゼック橋は、St.Gallen 州の Felseg でトゥール







チスパンｌ＝ 72m、道路幅員は 2 車線で 6.5m、歩道は
両側に 1.5m で有効幅員は 9.5m である（図６）。アーチ
ライズｆ＝ 8.53 ｍなので f	:	 l ＝ 1：8.53 であり、サル
ギナトーベル橋が最も曲線が揺るく 1	:	7.2、次に、ロス
グラーベン橋の 1：8.27、フェルゼナウ橋が 1：8.53 と
最も曲線がきつくなっている。鉛直壁は端部ヒンジに近
いところで厚さ 14mm、それ以外は中央に向かって 6.8








1936 年 3 月 チュリッヒ工科大学　材料試験所のミルコ・ロッシュ教授よるセンサーを使った計測の結果は良好であった。トゥール川に架かる橋は、構造的に興味深く、オリジナルで経済的な橋であると述べた。
1960 年後半 アウトバーン A1（E60) が開通するまで、Wil と St.Gallen を結ぶ主要な道路であった。歴史的構造物として、保存されるようになった。
2014 年 2 月 フェルゼナウ橋は、補強し、完全に補修することが決定され、2014 年に補修工事が開始された。




















アーチスパン 38 ｍ、幅員 2.4 ｍ、壁高欄ｈ＝ 54cm、
幅 20㎝、有効幅員 2.0 ｍである。アーチリングの厚さ



























ズ 12.986m、有効幅員 3.5m である。設計では活荷重
8 トン（前輪荷重 3 トン、後輪荷重 5 トン）を考慮し、
不意の荷重として 350kg/cm2 が作用することを設計条







































1930 年 8 月 サルギナトーベル橋の竣工






1991 年 8 月 2 日









さ 180㎜となった。アーチ表面と橋軸直角方向壁の表面は、ウォータージェットによって 10 〜 20㎜斫り、その
後を 30㎜厚のショットクリートを吹付施工した。厚手の木製型枠によって付けられたオリジナルのコンクリート















1995 年、1996 年 ,	1997 年に大規模な補修が行われた
が、雨水によるコンクリートの劣化がひどかったため、
特に、コンクリート製高欄は完全に撤去し、撤去前は厚



































































写真 41　ファルチール橋（全景） 写真 42　ファルチール橋（近景）（現地の説明パネル撮影 )
年　月 変状、保全の経歴
1925 年 ファルチール橋の竣工。フリエングリバッハ橋、シュレーバッハ橋に次ぐ 3 番目の補剛アーチ橋























写真 43　ファルチール橋の劣化状況（現地の説明パネル撮影 ) 図 10　UHPRFC の施工断面図（現地の説明パネル撮影 ) 
















































写真 53　施行中の型枠支保工 （現地の説明パネル撮影 )





















つの三角形の長さは 69.45m であり、三角形 1 編の長
さは、34m × 26m で、高さは 11.5m である。２つの
三角形を写真 55、56 に示す。






































写真 62　コンクリート壁高欄の補修事例（補修部分が白く目立つ） 写真 64　コンクリート壁高欄の補修事例





















グラーベン橋が 17.5 万円 /m2（橋長×全幅）、シュバン













































































































































































































































































































表 2-2: 劣化・破損対策と補修内容と補修方法の一例（参考文献 4,5,6 を参照）




















































汚損 ①汚損要因の除去 洗浄 汚損要因の除去
88
表 2-3: 劣化・破損の補修工法と概要（参考文献 4,5,6 を参照）
工法 工法概要
ひび割れ補修工法 注入工法 補修材料（樹脂系、セメント系等）を圧力注入する工法
充填工法 亀裂部を U 字または V 字に加工し、補修材料を充填する工法	
亀裂幅がおよそ 0.5mm 以上のひび割れなどに適している



















































1 0.2mm 以下 被覆工法（塗膜弾性防水材など）
2 0.2~1.0mm 注入工法（エポキシ樹脂、アクリル
樹脂系、ポリマーセメントなど）
3 1.0mm 以上 充填工法（シーリング材（ウレタン
樹脂、シリコン樹脂）、可とう性エ
ポキシ樹脂など）































































































写真 1-4：B タイプ擬石飾り全 5 パーツの組み合わせ（色分け）
写真提供：一般財団法人　建築研究協会























































































































































































































































































































































































































区分 在来の仕様 修理の仕様 仕様の検討
取替 再用 修理方針の基準 検討の概要











































































































































































































































ひび割れ　0.2mm 以上 0.5mm 未満 スラリー注入（灰色） 仕上げ撤去なし
ひび割れ　0.5mm 以上 1.0mm 未満 スラリー注入 + 表面セメント擦り込み 仕上げ撤去なし







写真 5-6：  セメントスラリー低圧注入工法（外壁部施工状況）
写真提供　清水建設株式会社広島支店





左官工法 断面修復材：ポリマーセメント系モルタル マスターエマコ S990（BASF ジャパン（株））
セメント系鉄筋防錆材 マスターエマコ S200（BASF ジャパン（株））
顔料：セメント・プラスター着色剤 マイン茶、山吹
無機質系コンクリート保護美装用塗料 エレホン #400 スーパー（エレホン化成工業（株））
































































写真 5-15： 玄関倉庫の RC 壁配筋完了写真
写真提供　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会














































































































































写真 6-2：擬似打放し仕上げ面 （平成 18 年 （2006） に実施された補修後の状況） 写真 6-4： 仕上げ材の除去（構造躯体と仕上げ材を確認できる）





















案 補強名 位置 主な補強方法




第 2 案 RC 打ち直し補強 上部架構 2 階 柱・大梁・地中梁を解体した上で、新たな配筋を行い、既存と同断面でコンク
リートを打ち直す (Fc30)1 階
下部架構




第 4 案 免震補強 上部架構 2 階 RC 耐震壁の増設、炭素繊維補強（展示室おおびギャラリー床）、構造スリット
1 階 スラブの新設
下部架構 地中梁の増し打ち、錫プラグ入り積層ゴム 4 基、天然ゴム系積層ゴム 8 基、





















































































総合評価 × × × ◯






























































































-1 直流電流 1A/㎡（コンクリート表面積）程度を 14 日間通電する。





































2 削孔法 所定位置にドリルで深さ 15mm の孔をあけ、




器にいれ、静置後 pH を測定（コア供試体 3 本）
コアの採取が必要であるため不採用











































写真 7-8：  自然電位測定状況
写真提供　西日本旅客鉄道株式会社
自然電位 鉄筋腐食評価
E ≧ -200mV 90% 以上の確率で腐食なし
-200 ＞ E ≧ -350mV 不確定
-350mV ≧ E 90％以上の確率で腐食あり
施工後 1 ヶ月後 3 ヶ月後 6 ヶ月後 12 ヶ月後 24 ヶ月後 36 ヶ月後
-1344mV -387mV -307mV -305mV -278mV -234mV -239mV
施工前 施工後 1 ヶ月後 3 ヶ月後 6 ヶ月後 12 ヶ月後 24 ヶ月後 36 ヶ月後
-100mv -1344mV -387mV -307mV -305mV -278mV -234mV -239mV
表 7-5： 梅小路機関車庫電位平均値


































































































































巻末資料 -1. コンクリート造建造物 国指定物件一覧





リート造 平成 13.11.14 北海道小樽市手宮一丁目
転車台 近代／産業・交通・土木 大正 8
鋼製、コンクリー
ト造ピット附属 平成 13.11.14 北海道小樽市手宮一丁目
大谷派本願寺函
館別院
本堂 近代／宗教 大正 4 鉄筋コンクリート造 平成 19.12.4 北海道函館市元町 16 番 15 号
鐘楼 近代／宗教 大正前期 鉄筋コンクリート造 平成 19.12.4 北海道函館市元町 16 番 15 号
正門 近代／宗教 大正前期 一間四脚門、鉄筋コンクリート造 平成 19.12.4 北海道函館市元町 16 番 15 号
小岩井農場施設

















堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 44
重力式コンクリー
ト造堰堤 平成 5.8.17 秋田県秋田市山内字上台ほか
放水路 近代／産業・交通・土木 明治 44 コンクリート造 平成 5.8.17
秋田県秋田市山内字上台、秋田県秋田
市山内字大畑
旧池田家住宅洋館 近代／住居 大正 11 鉄筋コンクリート造 平成 29.11.28 秋田県大仙市高梨字大嶋 1 番 1













































































造 平成 30.8.17 群馬県安中市松井田町
旧遠山家住宅 土蔵 近代／住居 昭和 9
鉄筋コンクリート
造及び土蔵造、建
築 面 積 67.12 ㎡、
二階建、地下一階、
本瓦葺
平成 30.8.17 埼玉県比企郡川島町大字白井沼字烏足675 番地 1
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名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地





平成 30.8.17 埼玉県比企郡川島町大字白井沼字烏足675 番地 1
明治生命保険相互会社本社本館 近代／商業・業務 昭和 9
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 9.5.29 東京都千代田区丸の内二丁目 1 番 1 号
三井本館 近代／商業・業務 昭和 4
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 10.12.25
東京都中央区日本橋室町二丁目 1 番 1
号
旧東京帝室博物館本館 近代／文化施設 昭和 12
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 13.6.15 東京都台東区上野公園 13 番 9 号
旧朝倉家住宅 土蔵 近代／住居 大正 8 頃 鉄筋コンクリート造及び木造 平成 16.12.10 東京都渋谷区猿若町 29 番地
旧渋沢家飛鳥山
邸 青淵文庫 近代／住居 大正 14
煉瓦造及び鉄筋コ
ンクリート造 平成 17.12.27 東京都北区西ヶ原二丁目 16 番 1 号







永代橋 近代／産業・交通・土木 大正 15
鋼製三径間カンチ







勝鬨橋 近代／産業・交通・土木 昭和 15
鋼製跳開橋、鉄筋
コンクリート造橋





早稲田大学大隈記念講堂 近代／学校 昭和 2




平成 19.12.4 東京都新宿区戸塚町一丁目 104 番地
旧三河島汚水処
分場喞筒場施設




平成 19.12.4 東京都荒川区荒川八丁目 25 番 1 号












交通・土木	 大正 10 コンクリート造 平成 19.12.4 東京都荒川区荒川八丁目 25 番 1 号
濾格室上屋 近代／産業・交通・土木	 大正 10
鉄筋コンクリート


















平成 19.12.4 東京都荒川区荒川八丁目 25 番 1 号





平成 19.12.4 東京都荒川区荒川八丁目 25 番 1 号
国立西洋美術館本館 近代／文化施設 昭和 34
鉄筋コンクリート
造 平成 19.12.21 東京都台東区上野公園 7 番 7 号




平成 20.6.9 東京都台東区上野公園 7 番 20 号
髙島屋東京店 近代／商業・業務
昭 和 8･ 昭
和 29
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 21.6.30 東京都中央区日本橋二丁目 4 番 1 号
聖徳記念絵画館 近代／文化施設 大正 15
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都新宿区霞ヶ丘町 1 番 1 号
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名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地
明治神宮宝物殿
中倉 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西倉（2 棟） 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西廊（2 棟） 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西橋廊（2 棟）近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西渡廊（2 棟）近代／文化施設 大正 10
石造及び鉄筋コン
クリート造桁橋 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
北廊 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
車寄 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
事務所 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
正門 近代／文化施設 大正 10
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西倉（2 棟） 近代／文化施設
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西廊（2 棟） 近代／文化施設
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西橋廊（2 棟）近代／文化施設
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
東西渡廊（2 棟）近代／文化施設
石造及び鉄筋コン
クリート造桁橋 平成 23.6.20 東京都渋谷区代々木神園町 1 番 1 号
旧前田家本邸
洋館 近代／住居 昭和 4 鉄筋コンクリート造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
洋館渡廊下 近代／住居 昭和 5 鉄筋コンクリート造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
門衛所 近代／住居 昭和 4 鉄筋コンクリート造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
正門及び塀 近代／住居 昭和 4 鉄筋コンクリート造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
尊經閣文庫




平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
書庫 近代／文化施設 昭和 3 鉄筋コンクリート 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
貴重庫 近代／文化施設 昭和 3
鉄筋コンクリート
造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番
門及び塀 近代／文化施設 昭和 3
鉄筋コンクリート
造 平成 25.8.7 東京都目黒区駒場四丁目 861 番




平成 26.12.10 東京都中央区築地三丁目 1501 番
旧朝香宮邸
本館 近代／住居 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 27.7.8 東京都港区白金台五丁目 26 番
倉庫 近代／住居 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 27.7.8 東京都港区白金台五丁目 26 番
自動車庫 近代／住居 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 27.7.8 東京都港区白金台五丁目 26 番
正門 近代／住居 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 27.7.8
東 京 都 港 区 白 金 台 五 丁 目 26 番	
三越日本橋本店 近代／商業・業務 昭和 2
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 28.7.25 東京都中央区日本橋室町一丁目 7 番地













平成 12.12.4 神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目 7 番 10 号
国道一号箱根湯
本道路施設
函嶺洞門 近代／産業・交通・土木 昭和 6
鉄筋コンクリート
造 平成 27.7.8 神奈川県足柄下郡箱根町湯本、塔之澤
千歳橋 近代／産業・交通・土木 昭和 5
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 27.7.8 神奈川県足柄下郡箱根町湯本、塔之澤
旭橋 近代／産業・交通・土木 昭和 8
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 27.7.8 神奈川県足柄下郡箱根町湯本、塔之澤
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萬代橋 近代／産業・交通・土木 昭和 4
鉄筋コンクリート
造六連アーチ橋、



























石 造 及 び コ ン ク
リート造坑道 平成 24.12.28 新潟県佐渡市下相川、同相川宗徳町
高任粗砕場 近代／産業・交通・土木 昭和 12
鉄骨造、コンクリー
















平成 10.5.1 富山県富山市中島二丁目字浦川原割 3番 2
















平成 21.6.30 富山県富山市有峰字真川谷割 18 番 38ほか




平成 29.11.28 富山県富山市有峰字真川谷割 18 番 38ほか







平成 29.11.28 富山県富山市有峰字真川谷割 18 番 38ほか
永平寺 大庫院 近代／宗教 昭和 4 鉄筋コンクリート造及び木造 平成 31.9.30 福井県吉田郡永平寺町志比
八ツ沢発電所施
設
取水堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 45
石 造 及 び コ ン ク
リート造堰堤 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか





取水口沈砂池 近代／産業・交通・土木 明治 45
石造、煉瓦造及び
コンクリート造 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第一号隧道 近代／産業・交通・土木 明治 45
コンクリート造隧
道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第一号開渠 近代／産業・交通・土木 明治 45
石造、煉瓦造及び
コンクリート造 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第二号隧道 近代／産業・交通・土木 明治 45
コンクリート造隧
道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第一号水路橋 近代／産業・交通・土木 明治 45
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第三号隧道 近代／産業・交通・土木 明治 45
コンクリート造隧
道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか





第四号隧道 近代／産業・交通・土木 明治 45
コンクリート造隧
道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか





第五号隧道 近代／産業・交通・土木 明治 45
コンクリート造隧
道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
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名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地
八ツ沢発電所施
設

























コンクリート造 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
第一二・一三・






道 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
水槽 近代／産業・交通・土木 明治 45
石造、煉瓦造及び
コンクリート造 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
水槽余水路 近代／産業・交通・土木 明治 45
石造、煉瓦造及び
コンクリート造 平成 17.12.27 山梨県大月市駒橋ほか
読書発電所施設





柿其水路橋 近代／産業・交通・土木	 大正 12
鉄筋コンクリート
造二連アーチ橋、




浴場 近代／文化施設 昭和 3
鉄筋コンクリート
造 平成 23.6.20 長野県諏訪市湖岸通り四丁目 1 番 9 号
会館 近代／文化施設 昭和 3
木造一部鉄筋コン
クリート造 平成 23.6.20 長野県諏訪市湖岸通り四丁目 1 番 9 号
牛伏川本流水路（牛伏川階段工） 近代／産業・交通・土木 大正 6
石 造 及 び コ ン ク






造 平成 24.12.28 長野県上田市常田一丁目
旧八百津発電所
施設









平成 10.5.1 岐阜県加茂郡八百津町八百津 1770 番1
水槽 近代／産業・交通・土木 明治 44
煉瓦造及びコンク
リ ー ト 造、 長 さ
73m、幅 36m
平成 17.7.22 岐阜県加茂郡八百津町八百津
余水路 近代／産業・交通・土木 明治 44
石 造 及 び コ ン ク
リート造 平成 17.7.22 岐阜県加茂郡八百津町八百津












クリート造 昭和 59.5.21 愛知県名古屋市東区白壁一丁目 3 番
旧品川燈台 近代／産業・交通・土木 明治 3
煉瓦造（現在鉄筋
コンクリート造） 昭和 43.4.25 愛知県犬山市大字内山 1 番地
名古屋市庁舎 近代／官公庁舎 昭和 8
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 26.12.10 愛知県名古屋市中区三の丸三丁目 1 番
愛知県庁舎 近代／官公庁舎 昭和 13
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク
リート造 平成 26.12.10 愛知県名古屋市中区三の丸三丁目 1 番
末広橋梁（旧四日市港駅鉄道橋） 近代／産業・交通・土木 昭和 6
鉄製プレートガー
ダー橋 4 基（跳上












ト造堰堤 平成 15.12.25 京都府舞鶴市大字北吸字大杉ほか
梅小路機関車庫 近代／産業・交通・土木	 大正 3
鉄筋コンクリート
造扇形車庫 平成 16.12.10 京都府京都市下京区歓喜寺町 3 番地
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名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地
舞鶴旧鎮守府水
道施設
桂量水堰堤 近代／産業・交通・土木	 明治 33
重力式コンクリー












ト造堰堤 平成 15.12.25 京都府舞鶴市大字北吸字大杉ほか





松殿山荘 宝庫 近代／文化施設 昭和 9
鉄筋コンクリート
造 平成 29.11.28 京都府宇治市木幡南山 18 番地
綿業会館 近代／商業・業務 昭和 6










毛馬第一閘門 近代／産業・交通・土木 明治 40
煉瓦造及びコンク
リート造閘門 平成 20.6.9 大阪府大阪市北区長柄東三丁目
大江橋及び淀屋
橋
大江橋 近代／産業・交通・土木 昭和 10
鉄筋コンクリート
造二連アーチ橋、
両 側 鉄 筋 コ ン ク
リート造側径間及
び 高 欄（ 照 明 16
基を含む）付
平成 20.12.2 大阪府大阪市北区堂島浜一丁目ほか








旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館） 近代／住居 大正 13 鉄筋コンクリート造 昭和 49.5.21 兵庫県芦屋市山手町 173 番地





分水堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 40
ア ー チ 式 コ ン ク
リート造堰堤 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
分水堰堤附属橋 近代／産業・交通・土木 明治 40
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
分水隧道 近代／産業・交通・土木 明治 40
石 造 及 び コ ン ク
リート造隧道 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
締切堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 41
ア ー チ 式 コ ン ク
リート造堰堤 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
放水路隧道 近代／産業・交通・土木 明治 41
石 造 及 び コ ン ク
リート造隧道 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
五本松堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 33
重力式コンクリー
ト造堰堤 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
谷川橋 近代／産業・交通・土木 大正初期
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
雌滝取水堰堤 近代／産業・交通・土木 明治 33
ア ー チ 式 コ ン ク
リート造堰堤 平成 18.7.5 兵庫県神戸市中央区葺合町
旧村山家住宅
衣装蔵 近代／住居 明治後半 鉄筋コンクリート造 平成 23.6.20
兵庫県神戸市東灘区御影郡家二丁目
12 番 1 号
美術蔵 近代／住居 大正期 鉄筋コンクリート造 平成 23.6.20
兵庫県神戸市東灘区御影郡家二丁目
12 番 1 号
神戸女学院
総務館、講堂及








平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番





平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
文学館 近代／学校 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
理学館 近代／学校 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
音楽館 近代／学校 昭和 8 鉄筋コンクリート造 平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
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名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地
神戸女学院





平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番




平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
社交館 近代／学校 昭和 10 鉄筋コンクリート造 平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番




平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
正門及び門衛舎 近代／学校 昭和 8 鉄筋コンクリート造及び木造 平成 26.9.18 兵庫県西宮市岡田山 13 番
旧美歎水源地水
道施設























































酒津取水樋門 近代／産業・交通・土木 大正 9
鉄筋コンクリート
造樋門 平成 28.7.25 岡山県倉敷市酒津 2826 番地
南配水樋門 近代／産業・交通・土木 大正 12
鉄筋コンクリート
造樋門 平成 28.7.25 岡山県倉敷市酒津 2826 番地
北配水樋門 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
造樋門 平成 28.7.25 岡山県倉敷市酒津 2826 番地
本庄水源地堰堤
水道施設
堰堤 近代／産業・交通・土木 大正 5
重力式コンクリー
ト造堰堤 平成 11.5.13 広島県呉市焼山北三丁目 1542 の 1
第一量水井 近代／産業・交通・土木 大正 5 コンクリート造 平成 11.5.13 広島県呉市焼山北三丁目 1542 の 1
広島平和記念資料館 近代／文化施設 昭和 30
鉄筋コンクリート
造 平成 18.7.5 広島県広島市中区中島町 1 番 3 号
世界平和記念聖堂 近代／宗教 昭和 29 鉄筋コンクリート造 平成 18.7.5 広島県広島市中区幟町 4 番 29 号




平成 17.12.27 山口県宇部市朝日町 8 番 1 号
旧毛利家本邸
台所付倉庫 近代／住居 大正 5 鉄筋コンクリート造 平成 23.11.29
山口県防府市多々良一丁目 15 番地 1
号
用達所倉庫 近代／住居 大正 5
鉄 筋 コ ン ク リ ー





平成 23.11.29 山口県防府市多々良一丁目 15 番地 1号
石橋 近代／住居 大正 5 鉄筋コンクリート造単アーチ橋 平成 23.11.29
山口県防府市多々良一丁目 15 番地 1
号
本門 近代／住居 大正 5 一間薬医門、鉄筋コンクリート造 平成 23.11.29
山口県防府市多々良一丁目 15 番地 1
号
有近家住宅 正門 近代／住居 大正 13 頃 コンクリート造 平成 24.12.28 山口県山口市徳地八坂 971 番地、同972 番地









名称 棟名 種別 建設年（和暦） 構造及び形式 指定年月日 所在地
萬翠荘（旧久松
家別邸） 本館 近代／住居 大正 11
鉄筋コンクリート
造	 平成 23.11.29 愛媛県松山市一番町三丁目 19 番地 1号







二股橋 近代／産業・交通・土木 昭和 15
コンクリート造二
連アーチ橋 平成 21.6.30 高知県安芸郡北川村二夕又
掘ヶ生橋 近代／産業・交通・土木 昭和 16
鉄筋コンクリート
造単アーチ橋 平成 21.6.30 高知県安芸郡北川村二夕又











第二竪坑櫓 近代／産業・交通・土木 明治 34
鋼製櫓、コンクリー
ト造基礎部附属 平成 10.5.1 福岡県大牟田市宮原町一丁目 86 の 3






旧志免鉱業所竪坑櫓 近代／産業・交通・土木 昭和 18
鉄 筋 コ ン ク リ ー








無線塔 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
造 平成 25.3.6 長崎県佐世保市針尾中町 382 番
無線塔 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
造 平成 25.3.6 長崎県佐世保市針尾中町 382 番
無線塔 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
造 平成 25.3.6 長崎県佐世保市針尾中町 382 番
電信室 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
造 平成 25.3.6 長崎県佐世保市針尾中町 382 番
油庫 近代／産業・交通・土木 大正 11
鉄筋コンクリート
















平成 10.5.1 熊本県荒尾市原万田字蓮池 250 番地 5ほか、福岡県大牟田市桜町 202 番地 1
旧玉名干拓施設
明丑開潮受堤防 近代／産業・交通・土木
大正 6 頃 /
昭和 4 頃
石 造 及 び コ ン ク
リート造堤防 平成 22.6.29 熊本県玉名市大浜町字末広開ほか
明豊開潮受堤防 近代／産業・交通・土木 昭和 4 頃
石 造 及 び コ ン ク
リート造堤防 平成 22.6.29 熊本県玉名市大浜町字末広開ほか
大豊開潮受堤防 近代／産業・交通・土木 昭和 4 頃
石 造 及 び コ ン ク




交通・土木 昭和 4 頃
石 造 及 び コ ン ク
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化財報告書	;	第 11 集 )
大仙市教育委員会文化財
保護課	編 平成 22 年






会	編 平成 26 年
築地本願寺本堂 重文 築地本願寺本堂修復工事報告書 築地本願寺 平成 25 年
三越日本橋本店 重文 三越日本橋本店本館調査報告書	改訂第 2 版 三越日本橋本店本館調査検討会	編 平成 28 年
髙島屋東京店 重文
高島屋東京店建造物歴史調査報告書 高島屋東京店建造物歴史調査検討会	編 平成 22 年
重要文化財髙島屋東京店保存修理工事報告書 文化財保存計画協会	編 平成 25 年
重要文化財髙島屋東京店保存修理工事報告書 文化財保存計画協会	編 令和元年
国立西洋美術館本館 重文 国立西洋美術館本館歴史調査報告書 日本建築学会国立西洋美術館歴史調査 WG	編著 平成 19 年







史跡佐渡金銀山遺跡保存管理計画書	第 1 期 佐渡市世界遺産推進課 平成 24 年
史跡佐渡金銀山遺跡保存管理計画書	第 2 期 佐渡市産業観光部世界遺産推進課 平成 30 年
重文 旧佐渡鉱山近代化遺産建造物群調査報告書 佐渡市教育委員会 平成 20 年
富岩運河水閘施設 重文 重要文化財富岩運河水閘施設 ( 中島閘門 ) 閘門操作室保存修理工事報告書
文化財建造物保存技術協
会	編著 平成 22 年
桃介橋 重文 桃介橋修復・復元工事報告書 南木曽町	編著 平成 6 年
旧品川燈台 重文
明治村建造物移築工事報告書	第 2 集	( 品川燈台 ( 重要
文化財	旧品川燈台 )	菅島燈台附属官舎 ( 重要文化財	旧
菅島燈台付属官舎 )	小那沙美島燈台 )





( 株 ),	大鉄工業	( 株 )	編著
平成 28 年
旧京都中央電話局西陣分局舎 重文 新建築	2019 年 3 月号 NTT ファシリティーズ　CUP 令和元年
移情閣 重文 兵庫県指定重要有形文化財移情閣移築修理工事報告書 建築研究協会	編・著 平成 13 年
神戸女学院 重文 重要文化財神戸女学院	:	ヴォーリズ建築の魅力とメッセージ	:	創立 140 周年記念版 神戸女学院 平成 27 年
旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓
館） 重文
要文化財旧山邑家住宅 ( 淀川製鋼迎賓館 ) 保存修理工
事報告書 建築研究協会	編 平成元年
重要文化財旧山邑家住宅 ( 淀川製鋼迎賓館 ) 保存修理
災害復旧工事報告書 建築研究協会	編 平成 10 年
旧美歎水源地水道施設 重文 重要文化財旧美歎水源地水道施設保存修理工事報告書 文化財建造物保存技術協会	編著 平成 30 年
宇部市渡辺翁記念会館 重文 新建築	1994 年 4 月号 村野・森建築事務所 平成 6 年
旧志免鉱業所竪坑櫓 重文 重要文化財旧志免鉱業所竪坑櫓保存活用計画 志免町教育委員会 平成 25 年
旧筑後川橋梁 重文 重要文化財旧筑後川橋梁 ( 筑後川昇開橋 ) 保存修理工事報告書
文化財建造物保存技術協
会	編著 平成 23 年
巻末資料 -2　コンクリート造建造物保存修理工事報告書一覧、巻末資料 -3　コンクリート造建造物調査物件一覧
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